






















2 K1420 カメラの移管 






     
 写真 1 K1420 カメラ全景        写真 2 K1420 主鏡部分の構造 
 
   
写真 3  藤谷達也氏と坂井義人             写真 4  K 型分解と藤谷博士 
 
   K 型カメラの実機移管受け取りは、2014 年 4 月 23 日午後実施した。京大宇宙物理教室
の冨田良雄氏並びに同大の山下俊介氏、それに報告者・坂井義人三名により、花山天文台























     
    写真 5 芦屋市での分解積載         写真 6 花山天文台地下庫へ 
      
       写真 7  K1420 二号機                 写真 8 本機撮影天の川写真星図 
   
写真 9 神宮外苑学徒壮行会        写真 10 戦時活躍した「宗谷」プロペラ 
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写真 11  K1420 光学系完成を宣言した「射手座の天の川」昭和 51 年 8 月 26 日 
写真 9、10、11 は、戦時を象徴し、その結果を示す写真である。写真 9 は有名な 
昭和 18 年 10 月 2 日の学徒壮行会、また写真 10 は海技大学に屋外展示されている、戦時特
務艦として参戦し、戦後は南極観測に活用された宗谷の船外プロペラである。   
学徒動員を始め、戦禍に散華した多くの英霊と同胞への想い・・。それを胸に秘め、写












    表題 『 兵庫県立柏原中学校に於ける日食観測 』の評価 
 
写真 12 小林義生投稿自筆原稿 7 枚中の冒頭部分、以下はその全文の採録 
                
私は播州の山奥( 東経 135°07′57″ 北緯 35°2′46″) から、約 15 キロ距った丹波
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の一小邑柏原町(カイバラ) の中学校( 東経 135°5′3″北緯 35°7′42″) に毎日通って
ゐる一中学生であります。次に我が校に於いて行はれた日食観測について述べようと思ひ
ます。 




から緒御考へがあったこととて、直ちに具体的な計画が出来上がり、6 月 11 日には先生よ
り観測隊員の募集が発表せられたところ、12~3 名の予定人員に達して即日 30 名近くの志
願者が現はれた。そこで計画を更に拡張して、全人員を 8 班に分って各人の分担を定め、
数回練習を行って 19 日の午後を待ったのであった。 
 6 月 17 日、私は今回の日食に関連して約 40 分間の天文講話を試み、その中に天文の趣
味を特に協調しておいた。与へられた時間は僅か 25 分だったのである。此の講演は、私に
とっては甚だ不満足なものであったけれども、それでも相当の刺激を与へ得たらしく、愉
快であった。考えへてみると不思議な因縁ではある。これは昨年 6 月 18 日、 
天文講話のため来校せられた我が水野副会長の声咳に幸にも接し得て、忘れ得ぬ感激 
に打たれてから丁度 365 日後、日付では 1 日先の 18 日だが、更にその翌日の 6 月 19 日に
は、かうして此の歴史的な日食を、大観測隊を組織して観測しようとする。実に我が柏中(ハ
クチュウ) にとっても未曾有のことなのである。 








立に直径 1 米の太陽像を作り、之に物指を当てて 度を測定するのである。第三は写真観
測班――これは私が担当した。機械は前にも記した自作の MPO 天体写真機、焦点距離 75
糎 F116、廃物利用で作ったので制作費は僅か 5 銭か 6 銭しか掛らなかったお粗末な物だが、
昨年 10 月 4 日には畏くも当時の東久邇第四師団長宮殿下の台覧を賜うた事のあるもの、し
かも之に暗室不要の東郷製メイコーフィルムを使用して、24 個の太陽像を撮影するのであ
る。第四は明るさ測定班――ジョリーの光度計を室内で窓の方温観測班――これは百葉箱
内と直射日光との 2 組に分かれ、各々気温の変動を測定。 
に向けて使用。第五は地球磁気測定班―― 室内で方位角と伏角を測定する。第六は気 
第七は気圧測定班――フオルチンの晴雨計をしよう。第八は雲の状況記録班－－高いタン
クのうえに上って雲状を肉眼で観測記録。( 第二第三第八は口絵写真参照 ) 
以上のやうな観測準備が 14 時頃には何れも整ひ、各院その部署について時の到るのを待
ちかまへた。刻一刻、隠れ蓑に身を潜ませた月は、足音を忍ばせて太陽面に近づいてゆく。






遊ぶの思ひをしたのであった。ああ、しかし、之が若し 99 年後の事であるならば、『 黒い
太陽 』、コロナ・プロミネンスの壮観に、心行くまで酔ひしれる事ができるのに !! かく
して食甚を過ぎる頃、空の一隅より広がり来った薄雲が太陽面を覆ひはじめ、次第に濃度
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を増して 16 時 15 分頃太陽像の映出のみは不能となった為、肉眼による観測にて 16 時 35
分 32秒の復円時刻を得た。他の班は最後まで観測を継続して、何れも相当の成功を収めた。
今その結果の二三を略記すれば、・・・・ 
1、明るさは食の進行と共に次第に減じ、15 時 5 分頃既に最初の半分となり、食甚の 15 時
30 分頃には 2 割 1 分まで減じ、爾後次第に回復した。 
2、地球磁気の変化では、方位角に於て最初 6°40′西であったのが、食の進行につれ 
て次第に増大し、食甚の頃 7°30′隣、其後尚増大して 7°40′となり、約 1°の増加
を見た。伏角に於ても初虧の頃 48.4 度であったのが、最大約 50°から最小 46 迄の間を
変動した。 






















ること、之が私の念願であり、責務であるといふのであります。  (終)  
 
1936 年 7 月 30 日 4 時半、京都東一条にて。  
     初虧・・太陽像の欠始めの意味。 
また採録にあたっては、投稿者・小林原文に従い旧仮名遣いとした。 
文中口絵参照と小林氏の注書きは、果たして「天界誌」に掲載された否か検証 
   を要する。 
                                             
 ４ 結語 
以上が、故・小林義生氏の渾身の作、K 型光学系と K1420 型カメラ保存の意義と継承を
願う報告である。また、重要な光学関係の詳細説明等は、筆者その他より提供された情報
に則り、日本光学副社長を勤められた工学博士・鶴田匡夫氏のシリーズ、『光の鉛筆・小
林義生と K 型カメラ』に詳述され、参考に供せられたい。 
 昭和 20 年の敗戦以降、一気にわが国は国力を落とし、そして昭和 40 年を境に成長を再








・ JAPANESE OPTICS  US Naval Technical Mission to Japan DECEMBER 1945 
・ 廣瀬秀雄著『 シュミットカメラ 』物理学叢書 8 河出書房 1947 ( 昭和 22 年 ) 
・ 小林義生『非球面を用いない明るい反射光学系の設計』 
海技大学校研究報告第 7 号 昭和 38 年 
・ 小林義生『F/0.82 K 型カメラの設計』海技大学校研究報告第 10 号 昭和 41 年 
・ 『日本の天文台』 (K 型記事・誠文堂新光社・天文ガイド編)      昭和 47 年 
・ 小暮他『シュミット望遠鏡とマクストフ望遠鏡』天文月報 65 巻 昭和 47 年 
・ 日本の天文台 誠文堂新光社                 昭和 47 年 
・ 小林義生『明るい天体用カメラの試作』 Trial Construction of F/0.82 and 
F/0.91 K-Cameras         海技大学校研究報告第 16 号 昭和 48 年 
・ 小林義生 『K 型の発見から K1420 カメラの完成まで』 
天体写真 NOW No2 (誠文堂新光社・月刊天文ガイド別冊)  昭和 52 年 
・ 小林義生『K 型カメラでとらえた天の川』科学朝日第 41 巻第 9 号 昭和 57 年  
      (題名は「シュミットカメラで捕らえた天の川」と出版社誤表記注意) 
・ An Atlas of the Northern Milky Way in the Ha Emission 京都大学 昭和 57 年 
・ 小林義生『K 型とともに』－私の戦中戦－ (個人手記配布)     昭和 57 年 
・ 日本天文学会編『ハレー彗星をとらえた』 (K 型・坂井撮影掲載)   昭和 61 年  
・ 小林義生『作句メモ』 (個人句集配布)             昭和 62 年 
・ K-カメラと広天域写真観測 (撮影フィルムリスト)               平成  4 年 
・ 鶴田匡夫『2 共心型と色収差補正型反射屈折カメラ』2005 年 9 月 Vol27 .No9  
・ 鶴田匡夫『3 小林義生と K 型カメラ 1 』      2005 年 10 月 Vol27.No10   
・ 鶴田匡夫『4 小林義生と K 型カメラ 2 』          2005 年 11 月 Vol27.No11 
 @ 鶴田匡夫執筆の上記 No9 より No11 は、月刊誌 O plus E「光の鉛筆」連載 
 @ 月刊誌連載の解説記事は、内容を纏めて第 8 巻『光の鉛筆』として発刊     
・ 第 4 回天文台アーカイブプロジェクト報告会集録  2013 年 8 月 1 日 開催 
(京都大学総合博物館・研究資源アーカイブ + 理学研究科付属天文台  
理学研究科宇宙物理学 共同プロジェクト) (インターネットサイト KURENAI)  
坂井義人『K 型光学系の発見と若き日の小林義生 』 
・ 国立天文台第 4 回歴史的記録と現代科学集録 2014 年 2 月 28 日開催 
  坂井義人『小林義生による K 型光学系軍事開発と歴史的意義』 
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